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• アルテミス計画を通して、月面拠点の開発を進める上で、月で利用する水資源需要が高まる
中、地球から月への物資輸送コストは1億円/kgと非常に高い
• 小惑星から資源を獲得し月へ輸送するという新たな水資源調達手段に注目が集まる

• 一方で、月からの水採掘・地上からの水輸送と比較した際のコスト的課題や小惑星輸送と
いった技術的課題等のハードルも存在
• これらの課題を解決するために、超小型探査機と独自の編隊飛行技術による資源探査の

事業化を目指す

• 資源探査を行うまでの事業化フェーズでのビジネスモデル構築が必要。BtoBやBtoCなどの

事業戦略を立案する必要あり
• 衛星開発には数億〜10億円規模の資金が必要となるため、事業展開に向けた資金調達
• 技術シーズを独自のシステムに発展させるために、深宇宙コンステレーション構想との連携

の座組み考案・実行
• 小惑星探査・捕獲のためのキー技術である超小型探査機編隊飛行技術や小惑星捕獲の実現可

能性検証

• 協力者設立の小惑星情報収集事業により、小惑星データの大規模な情報収集を開始予定
• 短期間で多くの小惑星データが蓄積され、資源価値の高い小惑星の選定が可能に
• 同事業により超小型小惑星探査機技術の成熟度が高まり、その技術を発展することで小惑星
資源探査が現実味をおびる

• 日本が世界に誇る小惑星探査の科学と技術を民間主導でビジネス化するタイミングが到来
• 政府の力強い支援の流れもあり、事業化のチャンスが広がる
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